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まちの人口

平成17年3月1日現在

人　口　9,496人
　男　　4,525人
　女　　4,971人
世帯数　3,731戸

人　口　9,394人
　男　　4,405人
　女　　4,989人
世帯数　3,939戸

愛 南 町

人　口　28,620人

　男　　13,445人

　女　　15,175人

世帯数   11,276戸

人　口　4,286人
　男　　1,985人
　女　　2,301人
世帯数　1,484戸

人　口　3,122人
　男　　1,476人
　女　　1,646人
世帯数　1,302戸

人　口　2,322人
　男　　1,054人
　女　　1,268人
世帯数　  820戸
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広報

芹　洋子さんと柏・家串・魚神山小学校児童
の皆さんによる素晴らしい合唱

トレッキング・ザ・空海

花へんろコンサート

3/12 ～ 13

　愛南町誕生を記念して開催された「第７
回トレッキング・ザ・空海」の前夜祭とし
て、芹　洋子さんによる「花へんろコンサー
ト」がDE・あ・い・21で行われ、150名が
心に響くやさしい歌声を堪能しました。ま
た、「どこかで春が」他２曲を芹洋子さんと
合唱した児童の皆さんには素敵な思い出に
なったことでしょう。
　翌日は、柏坂へんろ道9.8㎞を400名が楽
しみながら？完歩しました。途中、柏小学校、
内海中学校の児童生徒による飴やデコポン
の接待、婦人会による麦茶の接待やつわな
奥展望台での青空コンサート、青年団によ
る甘酒の無料サービスがありました。青空
コンサートでは、目前に広がる美しい由良
半島を眺めながら、芹　洋子さんの歌声で
疲れを癒されました。その後、津島町畑地
まで残り行程も一人の棄権者もなく、皆さ
ん心地よい達成感を味わいました。

「花ぐるま、坊がつる賛歌」他 15曲、１時間
半を熱唱された歌手の芹　洋子さん
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２・３月の町長の動き

　

愛
南
町
誕
生
後
、広
報
「
あ

い
な
ん
」
12
月
号
以
降
「
町

長
の
動
き
」
と
い
う
今
ま
で

掲
載
し
て
い
な
か
っ
た
コ
ー

ナ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
広
報
は
「
町
が

進
め
て
い
る
、
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
事
業
や
施
策
の
意

味
を
住
民
の
皆
様
に
深
く
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
の
も

の
」
で
あ
り
、「
町
か
ら
の

お
知
ら
せ
を
基
本
と
す
る
も

の
」、「
住
民
参
加
に
よ
る
広

聴
を
基
本
と
す
る
も
の
」、「
町

長
カ
ラ
ー
を
反
映
す
る
も
の
」

の
三
つ
を
大
き
な
柱
と
考
え
、

編
集
を
行
っ
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、「
町
長

の
動
き
」
と
題
し
、
町
政
の

現
状
を
住
民
の
皆
様
に
分
か

り
や
す
く
提
供
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
住
民
と
行
政
の
信

頼
関
係
や
絆
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
愛
南

町
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
、

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
愛
南
ブ
ラ
ン
ド

の
推
進
に
あ
た
り
、
こ
の
美

受賞おめでとうございます。町金婚式での受賞式 各地域商工会長さんとともに、南宇和地域商
工会合併基本協定書調印式

寒
風
の
中
、
多
数
の
方
が
参
加
し
た

「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海
」
開
会
式

し
き
愛
南
の
自
然
の
中
で

培
わ
れ
た
魅
力
的
で
安
全
・

安
心
な
産
品
づ
く
り
を
、

住
民
の
皆
様
と
と
も
に
考

え
創
っ
て
い
け
る
よ
う
な

広
報
紙
づ
く
り
を
積
極
的

に
進
め
て
い
け
れ
ば
、
必

ず
や
他
地
域
に
勝
る
愛
南

ブ
ラ
ン
ド
が
構
築
で
き
る

も
の
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
貴
重
な
ご
意
見

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
月
は
、
町
婦
人
大
会

（
20
日
）、
町
障
害
者
施
策

推
進
協
議
会
（
22
日
）
環

境
対
策
委
員
会
（
25
日
）

高
齢
者
い
き
い
き
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
27
日
）
な
ど
に
出

席
し
ま
し
た
。

　

３
月
は
、
南
宇
和
高
校

卒
業
証
書
授
与
式
、
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
研
究

協
議
会
第
４
回
委
員
会
、

町
国
保
運
営
協
議
会
（
１

日
）、
町
金
婚
式
、
漁
協
合

併
推
進
協
議
会
（
3
日
）、

第
１
回
議
会
定
例
会
（
8

日
〜
25
日
）
が
行
わ
れ
、

平
成
17
年
度
予
算
及
び
組

織
・
機
構
改
革
等
、
多
く

の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
間
に
参
加
し
た
「
ト

レ
ッ
キ
ン
ギ
・
ザ
・
空
海
」

（
13
日
）
で
は
、
あ
い
に
く

の
寒
さ
と
な
り
ま
し
た
が
、

多
数
の
方
々
の
協
力
の
も

と
、
町
長
自
ら
も
体
を
動

か
し
、「
忙
中
閑
あ
り
」
を

体
感
し
た
よ
う
で
し
た
。

　

こ
の
他
、
南
宇
和
地
域

商
工
会
合
併
基
本
協
定
書

調
印
式
（
9
日
）、
公
民
館

主
事
と
の
懇
談
会
（
10
日
）、

西
海
女
性
の
集
い
（
13
日
）

と
、
各
種
行
事
に
も
精
力

的
に
参
加
し
ま
し
た
。

平成16年度第１回金婚式では51組が表彰の栄誉に
浴され、表彰状と記念品が手渡されました。（　 ）
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議会だより

平
成
17
年

　

第
１
回
町
議
会
定
例
会

　

３
／
８
〜
25

　

平
成
17
年
第
1
回
議
会
定
例
会
が
行
わ
れ
、
市
町

村
合
併
に
伴
う
専
決
処
分
の
承
認
及
び
変
更
等
16
議

案
、
条
例
制
定
及
び
改
正
32
議
案
、
工
事
請
負
契
約

3
議
案
、
平
成
16
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補

正
予
算
12
議
案
、
平
成
17
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
予
算
等
12
議
案
他
、
計
89
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
「
議
会
解
散
に
関
す
る

決
議
」
が
採
択
さ
れ
、
今
定
例
会
に
お
い
て
議
会
は

自
主
解
散
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

予　　算　　額
１３７億８３００万円

歳出 歳入
予　　算　　額

１３７億８３００万円

２３億６００３万７千円 総 務 費 地方交付税 ６６億４５５万５千円

３１億５２０万８千円 民 生 費 町 税 １８億２７万７千円

１３億３７５万７千円 衛 生 費 繰 入 金 １４億１２４５万５千円

１１億６３１２万１千円
農 林 水
産 業 費

国 庫 ･ 県
支 出 金

１５億５５０万４千円

２億２００７万８千円 商 工 費
分 担 金 及
び 負 担 金

３億５１２５万８千円

４億６７８５万８千円 土 木 費 地方譲与税 ２億４６２０万円

５億１３８２万７千円 消 防 費
地 方 消 費
税 交 付 金

２億１８７０万円

１５億６１９６万５千円 教 育 費 繰 越 金 ２億３千万円

２８億８９０９万８千円 公 債 費 町 債 ９億２２１０万円

１億９８０５万１千円 そ の 他 そ の 他 ４億９１９５万１千円

承認された平成17年度一般会計予算

平
成
17
年
度

　

篠
山
小
中
学
校
組
合

一
般
会
計
予
算

３
／
７

　

本
庁
３
階
議
場
に
お
い
て
、

第
１
回
篠
山
小
中
学
校
組
合
議

会
定
例
会
が
開
か
れ
、
町
村
合

併
に
伴
う
専
決
処
分
承
認
９
議

案
、
平
成
16
年
度
篠
山
小
中
学

校
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
１

議
案
、
平
成
17
年
度
篠
山
小
中

学
校
組
合
一
般
会
計
予
算
１
議

案
、
監
査
委
員
の
選
任
同
意
１

議
案
の
計
12
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

歳
入
・
歳
出

　

５
千
４
百
万
円
の
予
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

その他の会計予算
国民健康保険特別会計
 33億1,900万円
国民健康保険特別会計
（内海診療所） 1億7,560万円
老人保健特別会計 33億100万円
介護保険特別会計 22億3,370万円
簡易水道特別会計 2億3,400万円
小規模下水道特別会計
 1億3,530万円
温泉事業等特別会計 2億4,050万円
同和地区住宅新築資金等貸付事業
特別会計 605万5千円
旅客船特別会計 6,480万円
上水道事業会計
　水道事業収益 5億1,775万4千円
　資本的収入 2億2,636万2千円
　水道事業費用 5億1,775万4千円
　資本的支出 4億5,660万2千円
病院事業会計
　病院事業収益 5億1,100万円
　資本的収入 4,040万1千円
　病院事業費用 5億1,100万円
　資本的支出 6,460万3千円

※前年度予算（旧５町村計）に対して、38億700万円の減額となりました。
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●
新
設
ま
た
は
変
更
す
る
も
の

・ 

総
務
課
内
に
防
災
対
策
室
、
企
画
財
政
課
内

に
政
策
推
進
室
、
水
産
課
内
に
水
産
振
興
室
、

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
ま
す
。

・ 

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
５
課
を
３
課

に
統
廃
合
（
保
健
福
祉
課
・
高
齢
者
支
援
課
・

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
）

・ 

高
齢
者
支
援
課
に
介
護
保
険
室
を
新
設
し
ま

す
。

・
学
校
教
育
課
へ
の
指
導
主
事
の
配
置

・
全
保
育
所
へ
の
所
長
の
配
置

・
本
庁
に
総
合
案
内
の
設
置

・
み
し
ょ
う
Ｍ
Ⅰ
Ｃ
へ
の
管
理
職
の
配
置

・ 

入
札
契
約
事
務
を
企
画
財
政
課
、
法
定
外
公

共
物
及
び
登
記
事
務
を
財
産
管
理
課
へ
事
務

分
掌
を
移
し
ま
す
。

・ 

保
健
師
を
専
門
業
務
へ
従
事
さ
せ
る
た
め
の

事
務
分
掌
の
変
更

・ 

総
務
課
に
男
女
参
画
係
を
配
置

●
廃
止
ま
た
は
統
合
す
る
も
の

・ 

総
務
課
男
女
参
画
室
、
企
画
財
政
課
合
併
調

整
室
お
よ
び
御
荘
支
所
保
健
福
祉
課
の
廃
止

・ 「
各
支
所
地
域
整
備
課
」
と
「
ま
ち
づ
く
り
振

興
課
」
を
地
域
振
興
課
に
統
合
し
ま
す
。

・
主
幹
制
度
の
廃
止

４月１日から
　新しく組織・機構が変わります

　愛南町誕生後、半年近くが経過し、行政に対する要望や

期待にこたえるため、望ましい組織・機構改革を行いまし

た。特に、交通・防災業務を専門に担当する防災対策室を

総務課内に新たに設置し、危機管理体制の整備を図ります。

また、関係機関と協力し、ブランド化を図り地域経済の活

性化を推進するため、農業支援センター、水産課内に水産

振興室を新たに設置いたしました。その他、主な機構・改

革の概要をお知らせします。

新設された組織の概要
【総務課防災対策室】

　防災・災害対策として、安全な避難路の確保や誘導看板の整備、避難場所など被害を最小限に止めるため
の諸整備や交通安全・自然災害に関する事務を行います。
【企画財政課政策推進室】

　社会や地域の情勢に対応した重要施策、住民の皆様の要望等、また行政が対応すべき事項について審議す
るための地域審議会やその他人材育成、まちづくり全般に関する事務を行います。
【水産課水産振興室】

　漁協等水産関係者と密接な関係を築き、水産物の衛生管理等、安全・安心な供給体制の整備、愛媛大学な
ど産官学の連携強化、水産加工品のブランド化を確立するための調査研究を行います。
【農業支援センター】

　町役場・えひめ南農協、県農政普及課、農業共済組合から、それぞれ職員を派遣し、「農業支援センター」
を新設し、農家との連携を深め、農産品のブランド化をめざします。
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愛
南
町
で
は
、
合
併
前
の
各
町
村
で
行
っ
て
い
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
補
助
・
助
成
の
制
度
に
つ
い
て
、
統

一
し
た
取
り
扱
い
と
す
る
た
め
、
合
併
の
事
務
事
業
の
調
整
や
補
助
金
等
に
係
る
検
討
委
員
会
で
協
議
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

 

合
併
協
議
会
に
お
い
て
も
「
５
町
村
の
補
助
金
、
交
付
金
等
は
、
従
来
か
ら
の
経
緯
、
実
情
等
に
配
慮
し
、

新
町
に
お
い
て
そ
の
必
要
性
・
公
平
性
な
ど
の
観
点
か
ら
内
容
を
検
討
し
調
整
す
る
も
の
と
す
る
」
と
確
認

さ
れ
て
お
り
、
同
様
の
補
助
に
つ
い
て
は
関
係
団
体
と
協
議
の
う
え
統
一
の
方
向
、
ま
た
独
自
の
補
助
に
つ

い
て
は
地
域
全
体
の
均
衡
を
保
つ
よ
う
調
整
す
る
な
ど
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
種
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
主
な
補
助
・
助
成
等
の
制
度
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
い
が
変
わ

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
た
に
サ
ー
ビ
ス
を

　
　

拡
大
し
て
行
う
も
の

■
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成

　

旧
一
本
松
町
及
び
旧
城
辺
町
の

例
に
よ
り
、
新
た
に
全
町
を
対
象

に
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
支
給

し
ま
す
。
バ
ス
の
停
留
所
か
ら

５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
家
が
離
れ

て
い
る
70
歳
以
上
の
方
及
び
、
65

歳
以
上
で
2
級
以
上
の
身
体
障
害

者
手
帳
及
び
療
育
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
が
対
象
で
、
登
録

者
に
は
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
補
助
券

を
交
付
し
ま
す
。

 

担
当

：

高
齢
者
支
援
課

■ 

は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

等
施
術
費
助
成

　

旧
３
町
村
の
例
に
よ
り
、
新
た

に
全
町
を
対
象
に
支
給
し
て
い
ま

す
。65
歳
以
上
の
方
が
は
り
、き
ゅ

う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
施
術
を
受

け
た
場
合
に
１
回
千
円
（
1
ヶ
月

に
２
回
限
り
）
を
助
成
し
ま
す
。

 

担
当

：

高
齢
者
支
援
課

■ 

家
族
介
護
者
ヘ
ル
パ
ー
受
講
支

援
事
業
助
成
金
交
付

　

旧
３
町
村
の
例
に
よ
り
、
新
た

に
全
町
を
対
象
に
支
給
し
て
い
ま

す
。
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
、

又
は
介
護
し
て
い
た
家
族
の
方
が

対
象
で
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
研
修

（
２
級
・
３
級
課
程
）
を
受
講
し

た
場
合
に
受
講
料
の
一
部
（
一
人

当
り
年
額
上
限
3
万
円
）
を
助
成

し
ま
す
。

 

担
当

：

高
齢
者
支
援
課

■
通
学
費
補
助
金
交
付

　

旧
３
町
村
の
例
に
よ
り
、
新
た

に
全
町
を
対
象
に
支
給
し
ま
す
。

本
町
の
小
中
学
校
に
通
学
す
る
児

童
及
び
生
徒
で
遠
距
離
の
者
に
対

し
、
バ
ス
の
定
期
券
購
入
費
（
小

学
生
3
㎞
・
中
学
生
4
㎞
以
上
）

及
び
、
新
入
学
の
中
学
生
で
2
㎞

以
上
の
自
転
車
通
学
者
に
自
転

車
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
雨
合
羽
の
購

入
に
対
し
、
限
度
額
内
で
補
助
し

ま
す
。

 

担
当

：

学
校
教
育
課

補助金・助成等が
変わります

■
人
材
育
成
事
業
補
助
金
交
付

　

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て

の
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
並
び
に
国
際

化
・
情
報
化
に
対
応
し
た
人
材
の

育
成
を
図
る
た
め
、
国
内
外
の
先

進
地
へ
の
調
査
研
修
等
に
お
け
る

必
要
経
費
に
つ
い
て
、
１
／
２
以

内
の
費
用
（
目
的
に
応
じ
た
限
度

額
の
範
囲
内
）
を
補
助
し
ま
す
。

 

担
当

：

企
画
財
政
課
政
策
推
進
室

■ 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
購
入
補
助

　

旧
内
海
村
の
例
に
よ
り
、
新
た

に
全
町
を
対
象
に
支
給
し
て
い
ま

す
。
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
又
は

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
購
入
に
対
し
て

１
台
に
つ
き
１
万
円
を
限
度
に
補

助
し
ま
す
。

 

担
当

：

総
務
課
防
災
対
策
室

■
防
災
グ
ッ
ズ
購
入
補
助

　

旧
城
辺
町
の
例
に
よ
り
、
新
た

に
全
町
を
対
象
に
平
成
17
年
4
月

か
ら
の
購
入
分
に
対
し
支
給
し
ま

す
。
防
災
グ
ッ
ズ
購
入
価
格
の
１

４月１日から
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／
2
以
内
で
一
世
帯
４
千
円
を
限

度
に
補
助
し
ま
す
。

 

担
当

：

総
務
課
防
災
対
策
室

■ 

花
い
っ
ぱ
い
運
動
補
助
金
交
付

　

旧
御
荘
町
の
例
に
よ
り
、
新
た

に
全
町
を
対
象
に
支
給
し
て
い
ま

す
。
地
域
住
民
が
行
う
自
発
的
な

飾
花
活
動
を
援
助
す
る
も
の
で
、

予
算
の
範
囲
内
で
１
回
に
つ
き

10
万
円
以
内
、
年
２
回
を
限
度
に

補
助
し
ま
す
。

 

担
当

：

社
会
教
育
課

■ 

生
ご
み
処
理
容
器
設
置
事
業
補

助
金
交
付

　

旧
３
町
村
の
例
に
よ
り
、
新
た

に
全
町
を
対
象
に
支
給
し
て
い
ま

す
。
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

生
ご
み
の
減
量
化
を
図
り
資
源
と

し
て
利
用
す
る
た
め
、
コ
ン
ポ
ス

ト
や
電
気
式
の
も
の
な
ど
、
容
器

本
体
購
入
価
格
の
１
／
2
以
内
で

１
基
３
千
円
、
電
気
式
は
２
万
円

を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

 

担
当

：

環
境
衛
生
課

　

一
部
変
更
と
な
る
も
の

■
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

居
宅
と
町
内
の
医
療
機
関
等
と

の
間
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
旧
内
海
村
で
実
施

し
て
い
た
郡
外
医
療
機
関
へ
の
移

送
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
平
成
17

年
度
か
ら
廃
止
と
な
り
ま
す
。

 

担
当

：

高
齢
者
支
援
課

■ 

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
費

補
助
金

　

平
成
17
年
度
か
ら
旧
町
村
の
制

度
を
統
一
し
、
左
記
の
金
額
を
補

助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
農
業
、
漁

業
集
落
排
水
施
設
整
備
地
域
は
補

助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

５
人
槽
…
３
５
４
，
０
０
０
円

　

７
人
槽
…
４
１
１
，
０
０
０
円

　

10
人
槽
…
５
１
９
，
０
０
０
円

 

担
当

：

環
境
衛
生
課

※ 

各
制
度
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

申
請
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
担
当
課
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

廃
止
と
な
る
も
の

■ 
若
者
定
住
促
進
事
業
奨
励
補
助

金

　

現
支
給
制
度
の
あ
っ
た
旧
町
に

つ
い
て
は
経
過
措
置
が
適
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
度
か

ら
廃
止
と
な
り
ま
す
。

 

担
当

：

企
画
財
政
課

■ 

出
産
祝
い
金
・
離
乳
祝
金
の
支

給

　

支
給
制
度
の
あ
っ
た
旧
町
村
の

住
民
の
方
は
経
過
措
置
が
適
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
度

か
ら
廃
止
と
な
り
ま
す
。

  

担
当

：

町
民
課

■ 

母
子
父
子
家
庭
等
福
祉
手
当
支

給

　

支
給
制
度
の
あ
っ
た
旧
町
の
住

民
の
方
は
経
過
措
置
が
適
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
度
か

ら
廃
止
と
な
り
ま
す
。

  

担
当

：

保
健
福
祉
課

■
敬
老
祝
金

　

支
給
制
度
の
あ
っ
た
旧
町
村
の

支
給
額
及
び
対
象
者
の
年
齢
が
異

な
り
、
ま
た
財
政
的
負
担
が
大
き

い
た
め
平
成
17
年
度
か
ら
廃
止
と

な
り
ま
す
。

 

担
当

：

高
齢
者
支
援
課

■
老
人
大
会
・
百
歳
祝
金

　

他
の
高
齢
者
福
祉
事
業
の
充
実

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
合
併
時
よ

り
廃
止
し
て
い
ま
す
。

 

担
当

：

高
齢
者
支
援
課

■
愛
の
一
声
運
動
事
業

　

旧
城
辺
町
で
行
っ
て
い
た
独
居

老
人
の
安
否
確
認
を
目
的
と
す
る

事
業
で
し
た
が
、
他
の
制
度
も
充

実
し
て
お
り
、
平
成
17
年
度
か
ら

廃
止
と
な
り
ま
す
。

 

担
当

：

高
齢
者
支
援
課

■
高
校
生
就
学
補
助
金

　

旧
内
海
村
の
制
度
で
あ
っ
た
も

の
で
、
受
給
者
に
周
知
し
、
合
併

時
よ
り
廃
止
し
て
い
ま
す
。

 

担
当

：

学
校
教
育
課

■
内
海
村
奨
学
補
助
金

　

旧
内
海
村
の
制
度
で
あ
っ
た
も

の
で
、
受
給
者
に
周
知
し
、
合
併

時
よ
り
廃
止
し
て
い
ま
す
。

 

担
当

：

学
校
教
育
課

防災グッズ



広報 あいなん 88

　総務課広報広聴室では、愛南町の魅力や行事を町民に広くアピールし、愛南町

のまちづくりに興味をもっていただき、「思わず手にとって見たくなるような斬

新なデザイン」の広報紙づくりを進めています。そこで、住民の方々の目線で公

共の問題等に対して「自主企画・編集」を行い、広報紙づくりに参画していただ

ける広報編集委員を募集することにいたしました。

　つきましては、下記のとおり編集委員として活動していただける皆さんを広く

町民の皆さんから募集いたしますので、ご参加くださいますようお知らせいたし

ます。

広報「あいなん」編集委員募集！
　あなたの企画・編集で
　　　　　魅力ある紙面を作りませんか

募 集 要 項
◆応募資格　愛南町に住所を有する満20歳以上で、自動車を所有する方。
◆募集人員　５名以内とします。
◆活動期間　平成17年４月１日～平成18年３月31日
◆応募締切　平成17年４月28日㈭　ＰＭ５：00まで
◆活動内容　 身近な公共の問題等の中から「特集」として、テーマを選定し、取

材や原稿作成などの編集作業を行います。また、定期的に編集委員
会を開催し、編集計画の協議を行います。

◆応募方法　 住所・氏名・生年月日・職業・電話番号の他、応募の動機や広報
に対する意見などを記入の上（特に様式は指定しません。）、郵送
またはＦＡＸで広報広聴室に申し込んでください。

◆お問い合せ先

　　　本庁広報広聴室広報広聴係　尾崎弘典
　　　〒798-4196　愛南町城辺甲2420番地
　　　☎ 0895－72－1211　FAX 0895－72－1214

メモを手に、取材中 どんなレイアウトがいいかな？
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体育施設利用が有料になります４月１
日から

場　所　名 区　　　分 施　設　名 区 分 等 基本料金 追加料金 備　　　　　　　　考

御 荘 Ｂ ＆ Ｇ
海 洋 セ ン タ ー

町内利用者

アリーナ片面
9:00～ 19:00 400 400

1　 基本使用料は、午前９時から午後７時までは、
利用時間１時間までとし、午後７時から午後10
時までは、利用時間１時間半までとします。

19:00～ 22:00 500 500

アリーナ全面
9:00～ 19:00 800 800
19:00～ 22:00 1,000 1,000

プール
高校・一般 300 300

1　 基本使用料は、利用時間２時間までとします。
中学生以下 200 200

幼児 100 100
トレーニングルーム 400 400
トレーニングマシン 200 200

町外利用者

アリーナ片面
９:00～ 19:00 800 800

1　 基本使用料は、午前９時から午後７時までは、
利用時間１時間までとし、午後７時から午後10
時までは、利用時間１時間半までとします。

19:00～ 22:00 1,000 1,000

アリーナ全面
９:00～ 19:00 1,600 1,600
19:00～ 22:00 2,000 2,000

プール
高校・一般 400 400

1　基本使用料は、利用時間２時間までとします。
中学生以下 300 300

幼児 200 200
トレーニングルーム 600 600
トレーニングマシン 300 300

●学校施設夜間照明施設使用料

屋 外 運 動 場 各小学校運動場照明施設 １回につき600円

体 育 館 各小学校体育館照明施設 バレーコート１面を１回につき300円

●一本松地域夜間照明施設使用料

屋 外 運 動 場
町民グラウンド照明施設 １回につき600円ただし、テニスコート使用については、１回につき300円

広見グラウンド照明施設 １回につき600円（現在、故障につき当分の間使用できません）

●西海地域夜間照明施設使用料

屋 外 運 動 場 西海中学校運動場照明施設 全灯１回につき1,000円　半灯１回につき600円

　詳しい利用方法や料金については、B&G海洋センター（☎72－1117）までお問い合せください。

場　所　名 区　　　分 施　設　名 区 分 等 基本料金 追加料金 備　　　　　　　　考

内 海 運 動 公 園

照明を使用しない
場合
（町内在住の方は、
無料です。）

1,500 400

1　 基本使用料は、利用時間４時間までとします。
2　 追加使用料は、超過時間１時間ごとに加算しま
す。（1時間以内の場合も 1時間とみなします）

3　町内在住の方は、無料です。
照明を使用する場
合
（町内在住の方も使
用料が要ります。）

800 800

1　 基本使用料は、利用時間２時間までとします。
2　 追加使用料は、超過時間１時間ごとに加算しま
す。（1時間以内の場合も 1時間とみなします）

3　 町内在住の方も、使用料が要ります。

一 本 松 交 流
促 進 セ ン タ ー

町内利用者
アリーナ

片面 300 300

1　基本使用料は、利用時間２時間までとします。
2　 追加使用料は、超過時間１時間ごとに加算しま
す。（1時間以内の場合も 1時間とみなします）

全面 600 600
卓球場 100 100
研修室 100 100

町外利用者
アリーナ

片面 600 600
全面 1,200 1,200

卓球場 200 200
研修室 200 200

一 本 松 国 民
体 育 館

・
西 海 体 育 館

町内利用者
アリーナ

片面 300 300

1　基本使用料は、利用時間２時間までとします。
2　 追加使用料は、超過時間１時間ごとに加算しま
す。（1時間以内の場合も 1時間とみなします）

全面 600 600
卓球場 100 100

町外利用者
アリーナ

片面 600 600
全面 1,200 1,200

卓球場 200 200

一 本 松
あ け ぼ の
グ ラ ウ ン ド

照明を使用しない
場合
（町内在住の方は、
無料です。）

1,500 400

1　基本使用料は、利用時間４時間までとします。
2　 追加使用料は、超過時間１時間ごとに加算しま
す。（1時間以内の場合も 1時間とみなします）

3　町内在住の方は、無料です。

照明を使用する場
合
（町内在住の方も使
用料が要ります。）

全灯
（野球）

1,000 1,000 1　基本使用料は、利用時間２時間までとします。
2　 追加使用料は、超過時間１時間ごとに加算しま
す。（1時間以内の場合も 1時間とみなします）

3　町内在住の方も、使用料が要ります。
半灯
（サッカー他）

700 700

　詳しい利用方法（カギの貸出他）や料金等については、文化スポーツ振興課（☎73－1111）まで
お問い合せください。
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愛南町の各地域で地域審議会を開催
　愛南町では、去る2月10日から28日にかけて、合併前の旧町村の各地域で地
域審議会が開催されました。
　各会場では、町長をはじめ町理事者、担当課長等が出席し、町長から委嘱さ
れた各地域の委員の皆さんと、今後のまちづくりについて意見交換が行われま
した。

町
内
各
地
域
で

　

地
域
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

地
域
審
議
会
と
は
…

　

地
域
審
議
会
の
制
度
は
、
合
併
に

よ
っ
て
住
民
の
意
見
が
合
併
後
の

新
町
の
施
策
に
反
映
さ
れ
に
く
く
な

る
と
の
懸
念
が
合
併
推
進
の
障
害
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
応
し
て
、
合

併
後
の
施
策
全
般
に
関
し
、
き
め
細

か
に
住
民
の
意
見
を
反
映
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
創
設
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

愛
南
町
に
お
い
て
も
、
合
併
協
議

の
中
で
協
議
さ
れ
、
新
町
の
条
例
に

お
い
て
各
地
域
に
設
置
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

委
員
の
構
成
は
…

　

委
員
は
、
町
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

各
地
域
10
名
（
男
女
各
5
名
）
で
、

公
共
的
団
体
の
役
職
員
や
学
識
経
験

を
有
す
る
方
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
の
役
割
と
は
…

　

委
員
の
役
割
と
し
て
は
、
次
の
よ

う
な
事
項
が
あ
り
ま
す
。

① 

旧
町
村
の
各
地
域
に
関
す
る
新
町

建
設
計
画
の
変
更
、
執
行
状
況
及

び
地
域
振
興
の
た
め
の
基
金
の
活

用
に
関
す
る
事
項
等
、
そ
の
他
町

長
が
必
要
と
認
め
る
事
項
に
関
し
、

町
長
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
し
、

答
申
す
る
こ
と
。

② 

旧
町
村
の
各
地
域
に
関
す
る
新
町

建
設
計
画
の
執
行
状
況
及
び
必
要

と
認
め
る
事
項
に
関
し
、
町
長
に

意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

　

当
日
は
、
第
一
回
目
の
会
議
開
催

に
あ
た
り
、
各
地
域
審
議
会
に
お
い

て
会
長
・
副
会
長
が
選
任
さ
れ
、
事

務
局
か
ら
地
域
審
議
会
及
び
新
町
建

設
計
画
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
理

事
者
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
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地
域
審
議
会
委
員

 

（
敬
称
略
）

内 

海 

地 

域

 

会　

長　

木　

口　

喜　

博

 

副
会
長　

高　

橋　

昌　

俊
 

栗　

木　

岩　

和
 

河　

野　

照　

美

 

中　

川　

嘉　

子

 

畑　

中　

俊　

三

 

兵　

頭　

堅　

次

 

宮　

下　

紀
美
惠

 

宮　

部　

襠禮　

子

 

山　

木　

ヨ
シ
子

御 

荘 

地 

域

 

会　

長　

森　

本　

貞　

實

 

副
会
長　

時　

岡　

ト
ヨ
ミ

 

尾　

﨑　

惣　

一

 

竹　

平　
　
　

馨

 

西　

平　

六　

郎

 

室　
　
　

末　

子

 

山　

岡　

陽　

子

 

山　

中　

由
紀
子

 

吉　

村　

則　

男

 

若　

木　

佐
代
子

城 

辺 

地 

域

 

会　

長　

面　

田　
　
　

貴

 

副
会
長　

佐　

藤　

ム
ツ
ミ

 

鎌　

田　

夏　

希

 

土　

居　

由　

美

 

橋　

本　

廣　

子

 

濵　

田　

英　

子

 

原　

田　

達　

也

 

宮　

田　

吉　

弘

 

山　

下　

和
太
郎

 

吉　

田　

信　

保

一 

本 

松 

地 

域

 

会　

長　

大　

本　

邦　

男

 

副
会
長　

森　

岡　

眞
由
美

 

岩　

城　

紀　

子

 

國　

松　

正　

人

 
德　

岡　
　
　

朗

 
西　

村　

智　

笑

 

橋　

本　

カ
ズ
ミ

 

広　

瀬　

憲　

子
 

宮　

下　

建　

夫
 

吉　

田　

隆　

政

西 

海 

地 

域

 

会　

長　

長　

田　

幸　

雄

 

副
会
長　

三　

好　

榮
美
子

 

川　

﨑　

助　

一

 

清　

本　

一　

正

 

中　

野　

正　

二

 

松　

浦　

貴　

美

 

山　

下　

和　

子

 

吉　

田　

サ
ナ
ヱ

 

流　

水　

熙　

章

 

和　

田　

米　

香

各
地
域
で
の
協
議
及
び

意
見
交
換
さ
れ
た
内
容

〔
要　

旨
〕

内
海
地
域
審
議
会

 

《
2
月
10
日

：
内
海
支
所
》

　

・
図
書
館
の
建
設
に
つ
い
て

　

・ 

太
陽
光
発
電
等
に
関
す
る
補

助
制
度
の
検
討
に
つ
い
て

　

・ 

半
島
部
の
人
た
ち
へ
の
交
通

手
段
の
確
保
に
つ
い
て

　

・ 

魚
神
山
保
育
所
跡
地
の
有
効

利
用
に
つ
い
て

　

・ 

町
内
で
の
雇
用
の
場
の
確
保

に
つ
い
て

　

・ 

半
島
部
の
救
急
車
両
や
消
防

車
両
の
常
駐
に
つ
い
て

　

・ 

学
校
施
設
の
維
持
・
補
修
等

に
つ
い
て

御
荘
地
域
審
議
会

 

《
2
月
14
日

：

御
荘
支
所
》

　

・ 

地
場
産
業
の
活
性
化
及
び
愛

南
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
取
組
み
に

つ
い
て

　

・ 

新
庁
舎
建
築
に
関
す
る
可
否

と
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

・ 

松
下
寿
の
撤
退
に
伴
う
雇
用

拡
大
の
方
策
に
つ
い
て

　

・ 

農
業
集
落
排
水
施
設
の
取
組

み
と
合
併
処
理
浄
化
槽
の
補

助
制
度
に
つ
い
て

　

・ 

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

改
修
計
画
に
お
け
る
機
能
回

復
施
設
併
設
の
要
望
に
つ
い

て

　

・ 

40
番
札
所
観
自
在
寺
周
辺
の

門
前
町
を
活
か
し
た
地
域
の

活
性
化
に
つ
い
て

　

・ 

農
業
記
帳
義
務
に
伴
う
農
業

者
の
支
援
制
度
・
体
制
に
つ

い
て

城
辺
地
域
審
議
会

 

《
2
月
17
日

：

役
場
本
庁
》

　

・ 

ア
パ
ー
ト
等
住
民
の
自
治
会

加
入
の
減
少
及
び
地
区
行
事

へ
の
参
加
・
自
主
防
災
組
織

に
お
け
る
問
題
点
に
つ
い
て

　

・ 

ご
み
不
法
投
棄
に
対
す
る
対

策
に
つ
い
て

　

・ 

子
ど
も
た
ち
の
道
徳
教
育
へ

の
取
組
み
に
つ
い
て

　

・ 

行
政
協
力
員
・
区
長
制
度
、

納
税
組
合
長
制
度
の
調
整
に

つ
い
て

　

・ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
・
福

祉
タ
ク
シ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て

西
海
地
域
審
議
会

 

《
2
月
23
日

：

西
海
支
所
》

　

・ 

役
場
支
所
に
お
け
る
未
使
用

ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
の
検

討
に
つ
い
て

　

・ 

愛
南
町
の
総
合
計
画
の
策
定

と
事
業
に
お
け
る
優
先
順
位

に
つ
い
て

　

・ 

学
生
や
お
年
寄
り
な
ど
の
住

民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
バ
ス
路

線
の
検
討
と
そ
の
活
用
に
つ

い
て

一
本
松
地
域
審
議
会

 

《
2
月
28
日

：

一
本
松
支
所
》

　

・ 

公
民
館
活
動
に
よ
る
地
域
活

性
化
の
方
策
に
つ
い
て

　

・ 

新
庁
舎
建
設
計
画
に
お
け
る

検
討
事
項
に
つ
い
て

　

・ 

松
下
寿
事
業
所
の
跡
地
利
用

の
検
討
に
つ
い
て

　

・ 

愛
南
町
の
風
土
・
特
性
・
環

境
を
活
か
し
た
児
童
・
生
徒

の
留
学
制
度
の
要
望
に
つ
い

て

　

・ 

町
内
運
動
施
設
に
お
け
る
夜

間
照
明
等
の
使
用
料
徴
収
に

つ
い
て
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安全・安心でおいしい水を！
　水道課では、安全でおいしい水の供給のために水質検査を毎

月行っています。平成16年４月に水道法が改正され、検査項目

等が大幅に見直されました。

　愛南町ではこの改正に合わせて、住民の皆様に安心して水道

水をご利用していただくために水質検査結果を公表することに

いたしました。

上水道水質検査結果

項　　　　　目 平　城 中　浦 菊　川 城　辺 中　町 水道法による基準値

一 般 細 菌（1㎖ 中 ） 0 0 0 0 0 100以下

大 腸 菌 群 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出されないこと
硝 酸 性 窒 素 お よ
び 亜 硝 酸 性 窒 素

0.7 0.8 0.8 0.2 1.0 10以下

塩 化 物 イ オ ン 7.6 14.1 16.7 7.2 12.3 200以下

有 機 物 等 0.10 0.12 0.16 0.33 0.16 10以下

ｐ Ｈ　　　　　　 値 6.60 6.58 6.48 6.98 6.45 5.8～ 8.6

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常でないこと

臭 気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常でないこと

色 度 1未満 1未満 1未満 1未満 1未満 5以下

濁 度 0.013 0.009 0.005 0.005 0.003 2以下

水質検査はなぜ必要なの？

　水質検査は、水源から浄水場の処理工程、蛇口にいたるまでの水質を確認し、水質基準に適合してい
るかを確認するために必要なものです。

どのような水質検査を行っているの？

　○水質基準項目

　　水道法で定められた一般細菌や大腸菌などについての検査をしています。
　○毎日検査項目

　　色、濁り、残留塩素について、コンピューター管理又は水道課職員が蛇口で検査しています。

どのくらいの検査頻度なの？

　検査の種類にもよりますが、毎日行うもの、毎月行うもの、年 1回行うものまであります。

水道水水質検査結果を報告します
　水道課では、安全でおいしい水の供給のため、一般項目の水質検査を毎月行っています。今回から、公表

に必要な項目の検査結果を掲載することに致しました。下記のとおりいずれの採水場所においても、水道法

で定める水質基準に適合しています。今回は２月７日採水分を公表します。（基本項目10項目）
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簡易水道水質検査結果

項　　　目 長　月 和　口 僧　都 山　出 一本松 増　田 正　木 柏 水道法による基準値
一 般 細 菌
（1㎖ 中） 0 0 0 0 0 0 0 0 100以下

大 腸 菌 群 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出されないこと
硝酸性窒素
および亜硝
酸 性 窒 素

0.2 0.8 0.2 0.4 0.2 0.6 0.2 1.1 10以下

塩 化 物
イ オ ン 7.1 7.5 6.0 4.9 11.6 13.2 6.0 12.7 200以下

有 機 物 等 0.19 0.10 0.24 0.09 0.46 0.51 0.27 0.22 10以下

ｐＨ 値 7.14 6.51 7.14 7.15 7.27 7.3 7.03 6.9 5.8～ 8.6

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常でないこと

臭 気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常でないこと

色 度 1未満 1未満 1未満 1未満 1未満 1未満 1未満 1未満 5以下

濁 度 0.003 0.007 0.040 0.016 0.022 0.003 0.004 0.002 2以下

飲料水供給施設水質検査結果

項　　　　　目 西柳下 宮の川 太田 県界 水道法による基準値

一 般 細 菌（1㎖ 中 ） 0 0 0 0 100以下

大 腸 菌 群 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出されないこと
硝 酸 性 窒 素 お よ び
亜 硝 酸 性 窒 素 0.1 0.2 0.3 0.4 10以下

塩 化 物 イ オ ン 8.6 5.5 5.9 7.7 200以下

有 機 物 等 0.17 0.32 0.19 0.19 10以下

ｐＨ 値 7.54 7.40 7.78 6.88 5.8～ 8.6

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常でないこと

臭 気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常でないこと

色 度 1未満 1未満 1未満 1未満 5以下

濁 度 0.047 0.028 0.019 0.018 2以下

共同水道水質検査結果

項　　　　　目 大　地 西柳上 梶　郷 水道法による基準値

一　般　細　菌（1㎖ 中） 0 0 0 100以下

大 腸 菌 群 検出せず 検出せず 検出せず 検出されないこと
硝 酸 性 窒 素 お よ び
亜 硝 酸 性 窒 素 0.2 0.2 0.3 10以下

塩 化 物 イ オ ン 6.9 7.6 6.2 200以下

有 機 物 等 0.19 0.28 0.22 10以下

ｐＨ 値 7.52 7.25 7.15 5.8～ 8.6

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常でないこと

臭 気 異常なし 異常なし 異常なし 異常でないこと

色 度 1未満 1未満 1未満 5以下

濁 度 0.061 0.088 0.010 2以下

問い合せ先　水道課　☎７２－０８３５
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参加のまちづくりは公民館から

講師の春日三球さん

１部優勝の一本松少年サッカークラブ

歌に！踊り！

寒にも勝って！

みんなの祭り！

【１部６年生以下】

　　優勝　一本松少年サッカークラブ
【２部４年生以下】

　　優勝　平城スポーツ少年団A
【３部１・２年生】

　　優勝　津島ジュニア

２／ 20～26
　第30回中浦漁民まつりが開催され、20日の将
棋大会、24日まで中浦保育所、中浦小中学校の
児童生徒から一般の作品253点の作品展示も行わ
れ、136名の入場者がありました。
　最終日の演芸会では、約370名と多くの入場者
があり、保育所、中浦小中学校、一般によるおゆ
うぎ、歌、舞踊、カラオケ、アトラクションなど
の演芸のほか、餅まきやお楽しみ抽選会が行われ、
多くの住民が楽しい一時を過ごしました。

 2/20

　菊川公民館で、第25回菊川ふるさとまつりが行わ
れ、菊川小児童による合奏や子供・大人による日舞、
詩吟、もちまき、お楽しみ抽選会があり、多くの住
民が楽しい一時を過ごしました。また、三四会、青
年部、婦人部、菊川小PTA会員によるバザーでは、
うどん、炊きごみ、おでん、ポン豆の販売も行われ、
終日みんなでまつりを盛り上げました。

一本松公民館
中浦公民館

東海公民館
菊川公民館

 2/26

　小雪舞う中、南レク城辺多目的グラウンドにお
いて、「第34回東海杯少年サッカー大会」が開催
されました。計36チーム、454名の選手により、
寒さを吹き飛ばすような熱戦が繰り広げられ、多
くの保護者も熱い声援を送っていました。結果は
以下のとおりです。

 3 /2

　一本松壮年グループ連絡協議会は、元漫才師
で「地下鉄はどこから入れるの」という漫談で人
気を集めた夫婦コンビ（春日照代・三球）の春日
三球さんを招き「平成16年度地域づくり研修会」
が150名の参加により一本松山村開発センターで
行われました。研修会では、春日さんが「日常
の生活で疑問に感じたことを漫才のネタにした」
また「人生楽しく生きるためには、無理をせず、
好きなことを、人に構わずやることだ」と、ウソ
か真か、得意の口調で面白おかしく自論を話され
ました。参加者も笑いとともに、幸せな気分を味
わいました。
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あああああああああ
ななな
たたた
がががががががが
好好好
きききき

あ
な
た
が
好
き

満１歳
以下の

手塚　深
み

愛
あ

ちゃん

保護者　新一郎さん

松田　葉
は

那
な

ちゃん

平成16年１月生まれ
保護者　雅樹さん

菅原こころちゃん
平成15年６月生まれ

平成15年10月生まれ

保護者　洋二さん保護者　光喜さん

中野　　琴
こと

ちゃん

平成16年９月生まれ

第
４
回
見
つ
め
て
み
よ
う

　
　
　
　
　
　

人
権
コ
ン
サ
ー
ト

３
／
12

　

一
本
松
公
民
館
主
催
の
「
第
４

回
見
つ
め
て
み
よ
う
人
権
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
、
一
本
松
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
一
本
松
シ

ン
ガ
ー
ズ
の「
見
つ
め
て
み
よ
う
」

の
他
、
コ
ー
ラ
ス
か
な
り
や
、
一

本
松
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
西

海
バ
ン
ド
、
合
唱
団
コ
ス
モ
ス
他

の
合
唱
、
出
演
者
有
志
に
よ
る
男

女
共
同
参
画
を
モ
デ
ル
に
し
た
人

権
劇
「
モ
モ
タ
ロ
ー
・
ノ
ー
・
リ

タ
ー
ン
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、「
あ
り
ん
こ
く

ら
ぶ
」
が
中
心
に
な
っ
て
行
わ
れ

て
き
た
も
の
で
す
。心
に
響
く「
君

が
君
で
あ
る
た
め
に
、
人
と
し
て

堂
々
と
自
分
の
花
を
咲
か
せ
よ

う
」
と
い
う
歌
詞
に
主
催
者
の

思
い
が
集
約
さ
れ
て
お
り
、
障

害
者
や
同
和
問
題
な
ど
の
人
権

問
題
の
解
決
に
向
け
、
誰
も
が

生
か
さ
れ
る
町
を
め
ざ
し
、
高

ら
か
に
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

高齢者「いきいきフォーラム」in愛南町

2/27

　城辺社会福祉会館で、高齢者「いきい
きフォーラム」in愛南町が開催され、「私
の生きがいと健康づくり」についてをテー
マに中平幾一さん（深浦）と桂小金治さ
ん（タレント）による座談会を行いました。
　その後「人の心に花一輪」と題し、桂
小金治さんが、健康で安心していきいき
過ごす秘訣について笑いを交えながら話
されました。

講演をされる桂小金治さん

今
後
は
、
各
保
育
所
紹
介
の
中
で
、
か
わ
い
い
お
子
さ
ん
の
様
子
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（ 
）

一本松シンガーズの皆さん



各地域の催しなど皆さ

んからのお便りをお待

ちしています。

　広報広聴室

☎72－1211
健康は
　規則正しい
　　食事から

1 部優勝　グーニーズ

俺たち、Jリーガー？！

指導をされる門田さん

卒業生を代表して卒業証書を受け取る

宮崎希美さん・市川繭子さん

愛媛クラブチームの頂点に！

愛南体協A選手の皆さん

監督　尾　川　康
やす

　人
ひと

１区　酒　井　康
こう

　次
じ

２区　尾　川　勝
かつ

　彦
ひこ

３区　白　石　明
あき

　幸
ゆき

４区　下　田　雅
まさ

　一
かず

５区　酒　井　平
つね

　雄
お

６区　尾　川　陽
よう

　一
いち

７区　武　田　敦
あつ

　年
とし

南宇和高校卒業式

 3/13

　第39回愛媛県クラブ対抗駅伝が、115チームの参
加により、松野町で開催されました。春とはいえ、
降り積もる雪の中、今シーズン最後のレースとな
りましたが、愛南体協Ａチームが、見事１部優勝
を果たしました。
　合併後、一足早く愛南体協として活動を開始し、
本大会にも４チームが出場した陸上部の活躍は、町
民の皆様にも愛南町としての大きな誇りを感じて
いただくものになったと思います。

3/1

　南宇和高等学校で、第57回卒業証書授与式が行わ
れ、平成16年度卒業生311名が、それぞれの夢に向
かって羽ばたきました。
　式では、生徒の努力を称える愛媛県教育委員会賞、
優等賞、功労賞、３ヵ年皆勤賞、その他各賞表彰の
後、猪野武典県議会議員、谷口長治町長の祝辞があ
り、卒業生を代表して木原理絵さんが答辞を述べま
した。会場には、わが子の凛々しい姿を見守る温か
い保護者の視線がありました。

２/24
御荘文化センターにおいて御荘普及室によるオレ

ンジスクール（最終講座）が開催され、地元の素材
を使ってのフランス料理に26名が挑戦！講師の門田
先生（レストラン門田）は『健康は毎日の食事が大
切です。皆さまには家族のために手抜き料理はせず、
毎回の料理に、いつもよりあともう少しだけ時間を
かけメニューの充実に心掛けてください。』とアド
バイスがありました。

3/6

　南レク城辺多目的グランド他で、愛南町体育協
会設立準備委員会主催による「第36回南宇和郡サ
ッカー選手権大会」が開催され、1部から4部（40
歳以上、9人制）の計20チームが、それぞれの競技
レベルに応じて楽しくボールを追いかけました。
　来年度の大会には、一人でも多くのサッカー愛
好者が参加してほしいと願っています。
　試合の結果は、以下のとおりです。

　1部優勝　グーニーズ、 2位　なんかつ
　2部優勝　D－プルーフ、 2位　愛南町役場
　3部優勝　東海小PTAキッカーズ、
　 2位　FCオンビキ
　4部優勝　アミーゴス、 2位　緑ＯＢクラブ

広報 あいなん 1616



平成16年度
優秀スポーツクラブ賞受賞

「魔法の花瓶」はどれなの！

沢田亜矢子さん（女優）

元気で、いきいきと！　2/16～28

　DE・あ・い・21で、倉田満子さん（御荘平城）
よる第１回陶芸展が行われ、800人の来場者が様々
な形をした素敵なオリジナル作品を鑑賞しました。
　倉田さんは、大変難しいゲルマニウムと陶土の
特殊加工に成功し「水が腐りにくく、草花の延命
効果のある魔法の花瓶」を完成されました。
　現在は、各種創造展に出品するための作品づく
りを行っているそうです。また、御荘中学校へ陶
芸の指導に行かれたりなど、要請があれば学校や
公民館等での陶芸教室にも行ってみたいと今後の
抱負を語られました。

2/18

愛媛県体育協会から、平成16年度優秀スポー
ツクラブとして、南宇和少年相撲クラブが表彰さ
れました。同クラブは、国技「相撲」を通じて子
供たちの強い「からだ」と「こころ」を育てると
ともに相撲道の普及を目的に昭和54年に結成さ
れた伝統あるクラブチームです。
　昨年も西日本規模の大会である「第７回瀬戸内
少年相撲大会」において決勝戦で強豪の大分県宇
佐チームを見事破り、愛媛県チームとしては初の
栄冠に輝くなど優秀な成績を残しました。結成
から26年目を迎える今も新たな目標に向かって
日々稽古に励んでいます。

3/13

　女優の沢田亜矢子さんを招き、西海体育館で「第
14回西海女性の集い」が開催され、520名が参加し
ました。
　当日は、子育てや栄養推進、PTA、婦人会活動に
ついての意見発表がありました。その後、「愛に生
きる」と題し、沢田亜矢子さんが、ご自身の生い立
ちや出産の話など、家族の大切さを話されました。
場内は、目の前で見る沢田さんの美しさに、思わず
驚きとため息？をつく方が多かったようです。

 3 /6

　今年で16回目を迎える「南宇和こころの健康大
学」が、「南宇和心の健康を考える会」・「南宇和精
神障害者の社会参加を進める会」の主催で、御荘文
化センターで開催されました。テーマは『元気いき
いき愛南町』共に生きる街づくりをテーマとして早
川一光先生をお招きし、『生き生きいきる』と題し、
ユーモアを交えながら、高齢者介護や今後の高齢者
サービスのあり方についてご講演をいただきまし
た。また、イベントでは、マツケンサンバやチェア
ロビクスなどがあり、合併後初の健康大学は、元気
に、そして生き生きとした大会となりました。

講師の早川一光先生

広報 あいなん17
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の
情報

役
　場
から

■愛南町役場  72 － 1211
　城辺保健福祉センター
 72 － 1212
　水道課  72 － 0835
　環境衛生センター
 72 － 6955
　山出憩いの里温泉
 72 － 6263

□内海支所  85 － 0311
　国保内海診療所
 85 － 0341
　内海保健センター
 85 － 0888
　ゆらり内海  85 － 1155
　ＤＥ・あ・い・21
 85 － 1021

□御荘支所  72 － 1111
　御荘文化センター
 73 － 1111
　みしょうＭＩＣ
 72 － 1115
　御荘Ｂ＆Ｇ海洋センター
 72 － 1117
　御荘老人福祉センター
 72 － 3547

□一本松支所  84 － 2211
　一本松保健センター
 84 － 1251
　一本松温泉あけぼの荘
 84 － 3260
　国保一本松病院
 84 － 2255
　クリーンセンター
 84 － 3700
　社会福祉協議会
 70 － 2177

□西海支所  82 － 1111
　西海保健センター
 82 － 0033

IN
F
O
R
M
A
T
IO

N
　

県境またぐ200m、
　　友情の鯉のぼり
 

いらなくなった、鯉のぼりを
大募集致します。

　今年も正木保育所の父親クラブと篠山クラブが、両地域の友情の証と交
流のシンボルとして、25年間続いている「鯉のぼりの渡し」が行われます。
　そこで、いらなくなった鯉のぼりや、使用せず物置に忘れ去られている
鯉のぼりを大募集致します。鯉のぼりに第二の人生を与えてあげてみては
いかがでしょうか。
　【連絡先、預かり場所】
　　〒798－4401　愛媛県南宇和郡愛南町正木1223
　　　　　　　　　正木保育所（☎84－3078）
　　　　　　　　　（４月の月末に掲げ、５月５日におろす予定です。）

日 曜 時　　間 行　　　事　　　名 場　　　所 担 当 課 等

1 金 11：00～ 愛南警察署開署式 愛南警察署 愛南警察署

2 土 14：00～16：00 子ども映画会 夢創造館 夢創造館

3 日 10：00～ 家串公民館落成式 家串公民館 家串公民館

5 火 各保育所入園式
あけぼの荘入浴料サービスデイ

各保育所
あけぼの荘

保健福祉課
あけぼの荘

8 金 各小学校入学式 各小学校 学校教育課

10 日 14：00～16：00
19：00～21：00

幼児映画会
東海桜まつり演芸会

夢創造館
東海公民館

夢創造館
東海公民館

11 月 各中学校入学式
南宇和高等学校入学式

各中学校
南宇和高等学校体育館

学校教育課
南宇和高等学校

13 水
  9：00～11：00
19：00～22：00

子育てサークル「こあら」
壮年、実年ソフトボール・ナ
イター前期大会

御荘保育所
城辺小学校グラウ
ンド他

御荘保育所
文化スポーツ振興課

15 金 19：00～22：00 一般男子ソフトボール・ナイター前期大会
城辺小学校グラウ
ンド他 文化スポーツ振興課

16 土 14：30～15：30 絵本の読み聞かせ 夢創造館 夢創造館

17 日   9：00～19：00 古川初美　絵画展（～５/ １）DE・あ・い・21 DE・あ・い・21

19 火 　 あけぼの荘入浴料サービスデイ あけぼの荘 あけぼの荘

20 水   9：00～11：00 子育てサークル「こあら」
ゆらり内海入浴料サービスデイ

御荘保育所
ゆらり内海

御荘保育所
ゆらり内海

24 日 10：00～15：00
14：00～15：00

愛南町議会議員選挙投票日
由良祭り
作って遊ぼう（幼児親子対象）

ゆらり内海駐車場
夢創造館

選挙管理委員会
内海支所地域振興課
夢創造館

27 水   9：00～11：00 子育てサークル「こあら」 御荘保育所 御荘保育所

平成17年４月行事予定表

明るい選挙、きれいな選挙にご協力をお願いします

4月24日㈰　愛南町議会議員選挙投票日
みんなそろって投票しましょう！

　期日前投票は４月20日㈬からできます。現在お住まいの地域の本庁・
支所で行ってください。なお、詳しくは本庁選挙管理委員会（☎72－
1211）にお問い合せください。
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役場からの情報

今月の

 犬・猫の
引取日は以下のとおりです

６日・13日・20日の水曜日の
ＡＭ8:30～10:00までです

5月の引取日は、
11日・18日の水曜日
ＡＭ8:30～10:00

　上記の時間内に、役場本庁または各支所ま
で連れてきてください。
　詳しくは、本庁環境衛生課
〈☎ 72－ 1211内線 502〉または各支所の地
域振興課までお問い合せください。

町 県 民 税 －

固 定 資 産 税 １期分／４期

保 育 所 保 育 料 毎月月末

下 水 道 使 用 料 毎月月末

　※旧西海町の定期納入日は、26日㈫です。

❶ 町税等、住宅使用料、住宅共益費、駐車場使
用料は、毎月、当月分を月末に振替となります。
なお、該当日が休日の場合は、翌日となります。
❷ 上水道使用料・簡易水道使用料の振替日は毎
月21日、再振替日は翌月10日です。
❸ 既に旧町村で口座振替依頼書を提出している
方は、新たに提出することなく、愛南町とし
て処理させていただきます。

町税は納期までに
確実に納入しましょう！

税に関するご質問は
本庁税務課までお問い合せください。

口座振替日のお知らせ

４月納税等のお知らせ

☆各種健（検）診

保健事業のお知らせ（４月）

月　日 曜日 場　　所 受付時間

乳・子宮がん検診
骨粗鬆症検診

4月13日 水 中 泊 集 会 所
  9：00～11：30

13：00～15：30

4月14日 木 西海町民会館
  9：00～11：30

13：00～15：30

4月15日 金 福 浦 漁 協 12：00～15：30

基本健診・肺・
大腸・前立腺・
肝炎検査

4月27日 水
古 月 集 会 所   9：30～10：30

鯆 越 集 会 所 13：30～14：30

4月28日 木 深 浦 公 民 館
  9：30～11：30

13：30～14：30

月　日 曜日 場　　所 受付時間

乳児健診（前期）
4月19日 火 御荘文化センター

13：00～13：30
4月26日 火 城辺保健福祉センター

１歳６か月児健診
4月12日 火 城辺保健福祉センター

13：00～13：30
4月27日 水 御荘文化センター

☆乳幼児健康診査

＊対象： 御荘文化センター（内海地域、御荘地域、西海地域）、
城辺保健福祉センター (城辺地域、一本松地域）対
象者には個別で通知します

月　日 曜日 場　　所 受付時間

みるく広場 4月　6日 水 一本松保健センター 9：30～11：00

みなみっ子 4月25日 月 御荘夢創造館 9：30～11：30

☆育児相談

【受付期間】

　平成17年４月４日㈪～５月13日㈮まで
　（締切日必着）
【応募資格等】

　平成18年４月１日現在、22歳以上26歳未満の者
　なお、学校教育法に基づく大学院において２
年以上修め、修士の学位を受けた者若しくは見
込みの者については28歳未満の者
【採用試験：１次試験】

期　　日：平成17年５月21日㈯　筆記試験
　　　　　　　　　５月22日㈰
 筆記式操縦適性検査（飛行要員希望のみ）
試験場所： 松山大学（愛媛県内受験者　細部は

出願時に連絡）
試験科目： 一般教養及び専門（大学教養及び専

門課程修了程度）
【問い合せ先】

〒798-0030
　 宇和島市曙町宇和島市役所８階
　 自衛隊愛媛地方連絡部宇和島募集事務所
　　☎（0895）22－3365
　　☎（0895）24－1111（市役所内線382）
※詳しくは、本庁総務課へお問い合せください。

自衛官(幹部候補生)募集！

国保の加入手続きはお早目に！
　職場の健康保険を脱退したら、必ず届出を！

　企業や公的機関などの健康保険を脱退した
ら、必ず届出をしてください。
　届出が遅れると、脱退した日に遡って課税さ
れることになります。
【届出・問合せ】

　本庁町民課及び各支所
☆健保の離脱証明書及び印鑑を持参してください。
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役場からの情報

　20歳以上の学生も、国民年金に加入し保険料を納
めることになっています。このため、学生納付特例
制度は、在学期間中の国民年金保険料納付を猶予す
る制度です。学生納付特例期間中のケガや病気など
で障害が残ったときは、障害基礎年金が支給されま
す。前年に学生納付特例の承認を受けていた方も、
毎年、学生納付特例の申請が必要です。申請方法等
については、以下のとおりです。
  対象者　 大学（大学院）、短大、高校、専修学校、

各種学校等に在学する20歳以上の学生等
であって、本人の前年の所得が118万円
以下である方。

  手続き先・方法

　    　住民票を登録してある市町村の国民年金係。
年金手帳・印鑑及び、学生証等学生であること
を証明できるものを持参ください。

  注意事項

　 ・ 学生納付特例期間は、将来受け取る老齢基礎年
金の受給資格期間には算入されますが、年金額
には反映されません。

　・ 学生納付特例期間については、保険料を10年前
にさかのぼって納付する「追納制度」がありま
す。

　　　詳しくは、本庁町民課へお問い合せください。

　近年、経済・社会の情報化の進展に伴い、
官民を通じて、コンピューターやネットワー
クを利用して、大量の個人情報が処理されて
いますが、個人情報は、その性質上いったん
誤った取扱いをされると、個人に取り返しの
つかない被害を及ぼすおそれがあります。そ
こで、だれもが安心して高度情報通信社会の
便益を享受するための制度基盤として、平成
15年５月に成立、公布された個人情報保護法
が平成17年４月１日から全面施行されます。
　詳しくは、本庁総務課までお問い合せくだ
さい。

 ４月１日

国民年金学生納付特例制度のお知らせ
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平成17年

個人情報保護法スタート！

中町

城辺甲
文文
城辺中城辺中

城辺小城辺小
伊予

愛南町役場愛南町役場

〒

工事場所

迂回路

迂回路

迂回路

通行止めのお知らせ
　このたび、御荘土木事務所において、新小西橋の架け替えを行うため、下記のとお
り通行制限を行うこととなりましので、お知らせと、ご協力をお願いします。
　路 線 名　一本松城辺線
　工事箇所　愛南町矢の町
　工事期間　平成17年４月４日～
　　　　　　　　平成17年６月30日
　制限の程度　全面通行止め
　　　　　　（歩行者・二輪車通行可）
図面中の黄色着色部については、
通行可能箇所となっています。

なお、お問い合せについては
　　　　　　　愛南土木事務所　建設課第一係
　　　　　　　☎0895－72－1145（内242）

通行制限箇所及び迂回路図
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役場からの情報

愛媛県からのお知らせ（宇和島地方局の組織が変わります）

の情報
　愛媛県では、市町村合併後の新しい市町の枠組みに適合した簡素で
効率的な業務運営のため、地方組織を中心に組織・機関の再編を行い
ました。平成17年４月１日以降の宇和島庁舎と愛南庁舎（旧御荘庁舎）
の組織が以下のように変わります。

※ 保健所の御荘支所は、廃止（宇和島保健所に統合）しました。なお、
祝日等を除く月曜日の 10：00～ 14：00の間、検体（検便や飲料水等）
や各種申請書の受付窓口を、愛南庁舎に設置します。

※御荘福祉課は、廃止（宇和島庁舎地域福祉課に統合）しました。
　なお、母子自立支援員は、愛南庁舎に駐在します。

組織・機関名 階 電　　話

愛南水産課 ２階 0895-72-1322

農村整備課　愛南駐在 ２階 0895-72-0498

森林林業課　愛南森林林業振興班 ２階 0895-72-0931

愛南土木事務所　用地管理課
愛南土木事務所　建設課

３階
３階 0895-72-1145

農政普及課　愛南農業指導班 ３階 0895-72-0149

＜愛南庁舎＞
所在地：〒798－4194　南宇和郡愛南町御荘平城3048番地

1000万人のガンバリサポート !!
～スポーツ安全保険に加入しましょう～

「スポーツ安全保険」は、学校管理下外におけるスポーツ活動を始めと

し、文化活動やボランティア活動、地域活動、指導活動等を行う５名

以上のアマチュアの団体やグループを対象に、傷害や賠償責任等の補

償を行うものです。加入申し込み等、詳しい内容については、下記ま

たは各公民館、文化スポーツ振興課（73-1111）へお問い合せください。

保険期間　　平成 17年４月１日午前０時～翌年３月 31日午後 12時まで

【問い合せ先】

　㈶スポーツ安全協会愛媛県支部（愛媛県体育協会内）
　〒 790－ 8570　愛媛県松山市一番町４－４－２
　☎ 089－ 941－ 2111（内線 5396）

無料法律相談所の
開設について

　憲法週間（５月１日～５月
７日）の行事として、無料法
律相談所が愛媛弁護士会宇和
島支部主催により開設されま
す。相談者の秘密は固く守ら
れます。皆様にご利用いただ
きますようお知らせします。
　日　時
　　平成 17年５月 11日㈬
　　午前 10時から午後３時まで
　場　所
　　宇和島市鶴島町８番 16号
　　 松山地方・家庭裁判所宇和

島支部構内
　　☎0895－22－0091

平成17年「御荘湾立て干し網」のお知らせ

開 催 日　平成17年５月８日小雨決行

　　　　　（大雨、危険な状態等の場合中止あり）

入場開始　午前９時30分

入 場 料 前売り 当　日
タマ（中学生以上） 2,000円 2,500円
タマ（小学生） 1,500円 2,000円
素手（中学生以上） 　500円 　800円
素手（小学生） 　300円 　500円

問い合せ先　本庁内　御荘湾立て干し網事務局
　　　　　　☎（0895）72－1211㈹　商工観光課

旧町村名の呼称について

　合併前の５か町村の呼称は、旧内海村、旧御

荘町のように旧町村名の頭に「旧」を付けて表

しておりましたが、平成17年４月１日から、旧

町村名の後に「地域」を付けた呼称へと変更い

たします。変更後の呼称は以下のとおりです。

記

旧内海村⇒内海地域 旧御荘町⇒御荘地域

旧城辺町⇒城辺地域 旧一本松町⇒一本松地域

旧西海町⇒西海地域
かつおフェア（仮称） 5月22日㈰開催予定

南レク愛南杯
高校サッカー大会 

　日時：５/３～５ 
　場所：南レク城辺芝球技場他
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「最近、親族や警察官、裁判所などをかたり電話や
文書を使って架空の請求などを行う振り込め詐欺
による被害が多く発生しています。
国税の納税は、原則として納付書によって税務

署や金融機関の窓口で行うこととなります。国税関
係機関（税務署・国税局・国税庁・国税不服審判所
など）では、国税の納税のために金融機関の口座を
指定して振込みを求めることはありません。個人名
義や会社名義の口座を指定して振込みを求めるな
ど不審な通知や連絡があった場合は、所轄の税務署
に確認していただきますようお願いします。直ちに
振込みに応じることなく、また、通知等に記載され
た電話番号に連絡をしないようご注意ください。
　●宇和島税務署　☎0895－22－4511

テーマ：地域ケアネットの強化
と　き：４月９日㈯　午後2：00
ところ：城辺小学校
講　師：舟谷文男さん
　　　　（産業医科大学・医学部・医療科学講座教授）
　　　　稲垣　忠さん（元朝日新聞論説員）

「権利擁護」「サービスの質の向上」「オンブズマンの
あり方」「セーフティ・ネット」などをキーワードに
『地域ケアネットの強化』の必要性や、今後の介護保
険の見直しにどう対応したら良いか等、話し合う予
定です。皆様のご参加をお持ちしています。

【問い合せ先】
　　なんぐん館　福本・毛利（☎73－1021）

なんぐん地域ケア研究会

開催のお知らせ

動物を飼養されている方々へ
　最近、米国でペット用ラットやハムスターによる鼠咬（そこう）症や野兎（やと）病の感染例や死亡
患者の発生が伝えられています。
　これらの病気は、げっ歯菌から人に感染する人畜共通感染症であり、人間とペットが非常に密着した
距離で生活しているため、咬まれたり掻

か

かれたり、また気づかずに排泄物（糞や尿）に触れた手などか
らうつります。
　これらの病気を予防するために、次のことに注意しましょう。
　　・動物を触るときは、習性を十分理解し咬まれないように注意しましょう。
　　・動物に触れた後には、手指の洗浄、消毒を徹底しましょう。
　　・排泄物を衛生的に処理し、ケージ等は常に清潔にしておきましょう。
　　・げっ歯類に咬まれた場合は、傷口を消毒のうえ早めに医療機関を受診しましょう。
　　・動物に異常がある場合は、最寄の保健所または動物病院へ相談してください。
　詳しくは、本庁保健福祉課（☎72－1212）へご連絡ください。
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お誕生おめでとう
（２月１日～28日受付分）

おくやみ申し上げます
（２月１日～28日分）

地区名   亡くなった方　　　   享年

一　般　内　科
第１日曜日 ３日 浜 口 医 院 城 辺 甲 ☎72－0038

第２日曜日 10日 岡 沢
ク リ ニ ッ ク 御荘平城 ☎70－1511

第 3日曜日 17日 国 保
一 本 松 病 院 一 本 松 ☎84－2255

第４日曜日 24日 福 浦 診 療 所 福 浦 ☎83－0510

みどりの日 29日 粉 川 内 科 城 辺 甲 ☎72－2111

1．診療時間は午前 9時より午後 4時迄。
2．診療科目は内科系の救急患者の方です。

救　急　外　科
日 曜・ 祝 祭 日 県 立

南 宇 和 病 院
愛 南 町
城 辺 甲 ☎72－1231

1．診療時間は日曜日午前8時30分より月曜日午前8時30分迄。
2．診療科目は外科系の救急患者とします。

4月の当直医

問合先　　休日当番医案内　☎72－1234

今月の

社会保険一日相談

日　時　4月15日㈮

午前10時～午後３時30分

場　所　城辺商工会館　２階

『風の会油絵展』 
　日時：3/26 ～ 4/10 
　場所：DE・あ・い・21　1階エントランスホール
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●
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集
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記
●

編集発行

　愛南町役場広報広聴室　　

　〒 798－ 4196
　 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲 2420番地
☎（0895）72－ 1211
℻  （0895）72－ 1214
HP　http://www.town.ainan.ehime.jp/
印刷　佐川印刷株式会社

ストックハウスの
利用について！
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写真で見る

いってらっしゃい！
柏小児童による飴の接待

気持ちがいいね
つわな奥展望台での青空コンサート

まさに、絶景 !
つわな奥展望台から望む由良半島部

　写真は、アマチュアカメラマンとして多くのコンテストに

入賞された実績を持つ故梶田宗義さんが撮影された「あけぼ

のツツジ」です。なお、写真は梶田いづみさん（御荘平城）

からお借りしたものです。

今年のあけぼのツツジの開花予想は！

　４月23日㈯から５月連休前まで見ごろになりそうです。詳しい開
花状況は、一本松支所地域振興課（☎84-2211）までお問い合せく
ださい。

今
号
は
、「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・

・
空
海
」、「
西
海
女
性
の
集
い
」

を
始
め
、
各
種
行
事
な
ど
掲
載
し

き
れ
な
い
ほ
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
分
野
で
は
、
合
併
後
い
ち

早
く
組
織
を
結
成
さ
れ
た
陸
上
部

が
、
見
事
、
愛
媛
県
一
に
輝
く
と

い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
愛
南
の

名
を
陸
上
を
通
し
て
、
広
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
、
紙
面
を
通
じ
、
ス
ポ
ー

ツ
や
芸
術
活
動
な
ど
、
様
々
な
分

野
で
知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
安

全
・
安
心
な
愛
南
ブ
ラ
ン
ド
づ
く

り
に
向
け
た
動
き
を
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海


